
介護と研究の両⽴
Plasma2017インフォーマルミーティング

同志社⼤学 研究開発推進機構 笹尾真実⼦



個⼈的な経験

l ⺟の場合（２５年前）：２年間。家族全員で。研究活動はミニマムにする。
９ヶ⽉間、病院で寝る。昼間は職場と家事。精神的には最も⾟い時期。

l ⽗の場合（１０年前）：４ヶ⽉。主として⻑⼥（孫）とヘルパーさん。

l 近況：姑（94歳。施設）の場合ー介護はほとんどない。施設に⼊れる前に家
をたたむ作業。叔⺟（94歳。⾃宅）の場合。介護保険を⽬⼀杯利⽤。息⼦が
その他を補う。そのほか両親の世代は、ほとんどは施設に⼊っている。

l 私達の世代で最近亡くなった⽅：介護期間は短い。

l 制度の整備が進みつつある。
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介護の特徴
u 介護される⽴場

l ⼈間らしく⽣を終結させたい
l 介護する⼈の⼈⽣を尊重したいと考えている。

u 介護する⽴場
l 介護される⼈の気持ちを尊重する。
l 家族全員で。男⼥差はほとんどない。介護する⼈の主体的な意識の問題。
l 制度を良く知り、⾃治体、ケアマネジャー（介護⽀援専⾨員）などに相談。

u 問題は多々あるが、制度は進んできている。
l 介護関係者の待遇。⼈材育成。
l 徘徊する⽼⼈をどう守るか（制度から漏れている）
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若⼲の私⾒

u ⼦供に迷惑をかけたくないという本⾳と、家族に守ってもらいたいという本⾳。

u できるだけ制度を利⽤する。

u 近所に住む、同居するなど負担にならない程度の⾒守り。

u 経済的な負担をあらかじめ確認しておく。
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介護保険制度

u 第1号被保険者は、介護（寝たきりなどで⼊浴・⾷事
や排泄などの⽇常⽣活動作への介護）や⽀援（家事や
⾝⽀度などの⽇常⽣活での⽀援）が必要な時、介護保
険を適⽤してのサービスが受けることができる。

u 介護認定審査会
u 「要介護状態」とは、⾝体上⼜は精神上の障害がある
ために、⼊浴、排せつ、⾷事等の⽇常⽣活における基
本的な動作の全部⼜は⼀部について、厚⽣労働省令で
定める期間（原則として6ヶ⽉間）にわたり継続して、
常時介護を要すると⾒込まれる状態。
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介護保険制度
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